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平成２４年度　倉吉市教育委員会の重点施策の実績及び評価

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

倉吉市教育振興
基本計画の進ち
ょく管理

1

・基本計画に基
づく重点施策実
施計画の策定
・教育に関する
事務の点検・評
価の推進

教育
総務

基本計画に基
づく重点施策
実施計画の策
定及び定例教
育委員会へ実
施計画提案

進捗状況
チェック、中
間評価

定例教育委員
会へ中間評価
の報告

・実施状況
チェック、各
課の自己評価
・審議会等に
よる評価の実
施

・教育行政の点検・評価
を行うとともに、実施計
画を作成し、10月に進捗
状況を報告、3月に各課に
よる自己評価を実施し
た。

Ｂ

倉吉市教育委員
会の活性化

2
・委員の活動強
化及び情報発信

教育
総務

・計画訪問・
諸行事等への
参加
・市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
による情報発
信(ﾘﾚｰｺﾗﾑ等)

市長と教育委員
との意見交換会
（5/28)

「いじめは許さ
ない！」教育委
員会メッセージ

市長と教育委員
との意見交換会
（12/27)

・いじめ対策・学校適正
配置などを議題とした市
長との意見交換会を２回
実施した。
・学校適正配置の説明
会、諸行事等に積極的に
参加するとともに、委員
による計７回のﾘﾚｰｺﾗﾑを
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに掲載し、情報
発信に努めた。

Ａ

学校教育審議会
答申「倉吉市立
小・中学校の適
正配置等につい
て」に基づく学
校再編の推進

3

・小学校区ごと
の説明会の実施
と意見要望とり
まとめ

学校
教育

小鴨小（4/24） 北谷小(5/10)
灘手小(5/17)
山守小(5/22)
上北条小
(5/29)
成徳小(5/31)

高城小（6/5） 上小鴨小(7/5)
関金小(7/12)
河北小(7/24)
社小(7/25)
明倫小(7/31)

西郷小(8/7)
上灘小(8/9)

要望を取りま
とめ市議会に
報告

シンポジウム
の開催(11/20)
小P連、中P
連、公民館長
会、自治公民
館連絡協議会
で説明

倉吉市立小・
中学校の適正
配置の具体案
【草案】公表

具体案【草
案】について
市議会に報告

校区説明会、シンポジ
ウム等の開催、市報や
市ウェブページでの広
報等を実施。具体案
【草案】を作成。

Ａ

・河北中学校移
転事業

移転作業
(3/23､3/24）

・工事・移転作業とも
に概ね計画どおりに実
施できた。

Ｂ

・学校施設耐震
化促進

当初計画以上に進捗。25
年度に計画していた工事
を有利な財源を活用して
前倒着手できた。また、
来年度以降予定していた
８棟分の補強計画策定も
前倒しで実施できた。

Ａ

1

・学力向上推進
の支援（算数･数
学、国語プリン
ト ステップ９の
活用）

学校
教育

加配教員配置

加配教職員研
修

ステップ9活用
（年間）

ステップ9各校
活用状況調査

活用状況につ
いての状況把
握（課題・改
善点等各校へ
のアンケート
等）

　
・中学校英語
ステップ9作成

成果と課題の
把握と改善策
の提案

　
中学校英語ス
テップ9完成

中学校英語ステップ9の
完成が４月中旬にずれ
込んだ。（リスニング
作成の遅れ）作成済み
のものについては各学
校で有効活用されてい
る。

Ｂ

2

・わかる授業の
ための授業改善
（教職員の指導
力の向上）

学校
教育

研究主任研修
会（4/5）

授業力向上へ
の助言（校内
授業研究会で
の指導助言及
び日々の授業
への助言）

学校計画訪問
での指導助言

学校計画訪問
での指導助言

研究主任研修
会

学校計画訪問
での指導助言

加配教職員研
修

学校計画訪問
での指導助言

研究主任研修
会

学校評価によ
る点検

成果と課題の
共有と改善策
についての検
討（研究主任
者会等）

授業づくりに
対する指導助
言

授業づくりに
対する指導助
言

授業づくりに
対する指導助
言

 小学校NRT標準偏差値
平均4教科54.2～55.3と
比較的高い数値を出し
ており、概ね良好であ
る。
 中学校はCRT標準学力
調査で、国英理は全国
値を上回っているが、
中2の数社は全国値を若
干下回っておりさらな
る授業改善を要する。

Ｂ

3

・細やかな指導
を行うための体
制づくり（少人
数学級・教員加
配）

学校
教育

研究主任研修
会（4/5）
久米中校区学
びと指導の創
造事業

校内授業研究
会の指導・支
援（随時）

教頭研修会

学校計画訪問
での指導助言

学校計画訪問
での指導助言

研究主任研修
会

久米中校区小
中学校合同研
修会

学校計画訪問
での指導助言

研究主任･指
導主事京都先
進地視察

学校計画訪問
での指導助言

生徒による授
業評価の検討

久米中校区校
長福井先進地
視察

学びと指導の
創造事業24年
度反省及び25
年度計画

学力実態の把
握と分析研修
計画

久米中学校区の小中連
携が進み、学習の仕方
についての共通理解が
図られた。また、表現
力、活用力の向上が図
られた。

Ａ

項
目

取り組み内容（実績）取り組み内容（実績）担当
課

重 点 施 策 主 な 施 策 最終評価
施策
評価

実績
実績
評価

　小学校は全体に
授業研究は進んで
いるが，一部研究
が学力向上にうま
く結びついていな
い学校も見られ
る。
　中学校は進学の
こともあり，全体
に学力向上に対す
る意識が高まって
きているが，意識
化がいま一つと思
われる学校や教科
もあり働きかけが
必要である。
　現在，小中が連
携し９年間で効果
的な学力向上が図
れるよう研究を進
めているところで
ある。

Ｂ

学校教育施設・
教育施設の整備
運営

教育
総務

4
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Ａ

各施策について、
おおむね当初計画
のとおり実施、倉
吉市小・中学校の
適正配置について
は、意見要望等を
とりまとめた具体
的草案を公表する
に至った。耐震化
促進については、
前倒しで工事発注
を行い、当初計画
以上に進捗した。
　教育委員会の活
性化については、
いじめに関する
メッセージの発
信、市長との意見
交換会など、積極
的な活動を行っ
た。

1

学力向上の推進

保護者PTA説明 6月議会 業者雇用等 業務引継 

(随時) 

(随時) 

河北会館解体工事発注 音楽室棟解体工事発注 校舎関係工事屋外施設整備工事発注 屋外施設整備工事完成 

耐震補強設計業務契約 
耐震補強設計業務完了 

西郷小校舎1棟・上灘小校舎1棟・北谷小校舎1棟・ 
社小校舎１棟・灘手小体育館 

成徳小体育館耐震補強工事 
久米中体育館耐震補強工事 

(新)河北中体育館耐震補強工事 
耐震補強工事の実施 

来年度耐震補強工事予定施設の耐震補強計画の作成・工事実施設計業務 

河北会館解体工事発注 
音楽室棟建築工事発注 校舎関係工事完成 屋外施設整備工事発注 屋外施設整備工事完成 
工事関係 工事関係 

物品購入 購入物品最終決定 購入仕様書作成・入札 物品搬入・備品登録 

移転作業 運搬物品最終決定 業務仕様書作成・入札 ＬＡＮ移設設定 

工事契約 

未策定施設の補強計画策定（８棟） 

H25年度工事 
前倒発注（５棟） 

  ＜評価基準＞ 
 A・・・当初の目的・目標を上回る成果が上がった（目標値の110％以上） 
 B・・・当初の目的・目標を達成した（目標値の90％以上110％未満） 
 C・・・当初の目的・目標を下回る成果に止まった（目標値の60％以上90％未満） 
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

項
目

取り組み内容（実績）取り組み内容（実績）担当
課

重 点 施 策 主 な 施 策 最終評価
施策
評価

実績
実績
評価

1

・人権同和教育
の充実（育てた
い資質・能力を
明確にした実
践）

学校
教育

第1回人権教育
主任者会(4/5)

地区学習会(5
～2月)

第2回人権教育
主任者会
(6/15)

第3回人権主任
者会(8/31)

地区学習会訪
問(10～11月)

第4回人権主任
者会(11/16)

久米中校区同
研(11/20 市指
定)

第5回人権主任
者会(1/25)

作文教材「差
別をなくすた
めに」作成

「育てたい資質・能
力」についての研修を
とおして共通理解を深
めた。
「社会的立場の自覚を
深める学習」について
の研修及び全体計画の
見直しが必要である。

Ｂ

2

・道徳教育・特
別活動の充実
（赤ちゃんふれ
あい事業）

学校
教育

西中道徳教育
総合支援事業

　
赤ちゃんふれ
あい会（小学
校8校、中学校
2校）

　
西中道徳理論
研修会

道徳教育主任
研修会

西中広島へ先
進地視察

　
西中道徳授業
研究会(11/21)

道徳教育主任
研修会

西中道徳授業
研究会
　
赤ちゃんふれ
あい会評価

道徳教育総合
支援事業成果
発表会

赤ちゃんふれ
あい会25年度
計画

　西中の道徳授業改善
（ねらいに迫る発問・
生徒同士の関わり）が
進んだ。
　赤ちゃんふれあい会
の実施により、児童生
徒の生命尊重の心情が
育ってきている。
　また、多くの小中学
校で幼稚園・保育園と
の交流学習を実施して
いる。

Ａ

3

・スクール
ソーシャル
ワーカー配
置、学校訪問
（年間を通し
たスクール
ソーシャル
ワークの実
施）
・不登校早期
対応体制づく
り
・不登校対応
教員加配
・心の教室相
談員、子ども
と親の相談員
配置

・各校個別の
指導計画、登
校サポート
シート作成・
活用（年間）
・生徒指導に
ついての学校
計画訪問
・要保護児童
対策会議（随
時）
・生徒指導対
策推進会議
（5/15）

・生徒指導対
策推進会議

・生徒指導に
ついての学校
計画訪問

いじめ対策
・生徒指導対
策推進会議
（10/30）
・各学校での
研修
・教育委員会
メッセージ
・相談窓口の
周知
・市小中PTA連
合会との意見
交換

生徒指導対策
推進会議
（10/30）

・生徒指導対
策推進会議

・子ども支援
に関する講演
会開催

　１５日以上の欠席者
への対応をするなど早
期対応の体制づくりが
進んだ。
　長期欠席は中学校で
は減少したが、小学校
では増加した。
　いじめ報告の基準を
見直した結果、年間の
いじめの件数が増加し
た。
　人材の確保が難しく
スクールソーシャル
ワーカーの配置が遅れ
た。

Ｃ

・子ども支援
センター移転

・移転先検討 ・仮移転
・移転先決定
・仮移転
・現施設解体

・現施設解体
・予算要求

・改修工事
・移転
・完成

1

・倉吉独自の教
材づくりの推進
（郷土読本の活
用、作成）

学校
教育

小学生副読本
「わたしたち
の倉吉」活用

「くらよし風
土記」作成準
備

「くらよし風
土記」編集委
員委嘱と第１
回編集委員会
(8/2)
第2回編集委員
会(8/23)

第3回編集委員
会(12/26)

第4回編集委員
会(2/26)

　掲載項目を決定し、
第１次原稿の取りまと
めまでできた。

Ｂ

2

・地域の人・も
の・ことがらに
触れる教育活動
の推進

学校
教育

地域教材・ゲ
ストティー
チャーを活用
した学習(年
間)

全校遠足（伯
耆国庁跡、伝
統的建造物群
など）
まち探検（生
活科、社会
科）
博物館を利用
した学習

親子まち並み
産業見学教室
(8/7)

歴史民俗博物
館を利用した
学習

　地域学校委員会によ
り、地域人材を活用し
た取り組みが進んでい
る。
　親子まち並み産業見
学教室は生涯学習課の
伝統文化体験学習教室
と連携する等して参加
者増を図りたい。

Ｂ

3
・倉吉らしさを
取り入れた教育
活動の実施

学校
教育

地域と連携し
た菜の花プロ
ジェクトの実
施（年間）

倉吉市小・中
学生淀屋サ
ミットの開催
（5/12）

親子町なみ産
業見学教室の
実施(8/7)
中学生代表ミ
ニサミットの
開催（8/3）
関係機関訪問

共同区域への
種子散布
(9/11)
とっとりまん
がドリームで
の種子配布
(9/10)

被災地への種
子送付

菜の花プロ
ジェクト報告
会（12/1） 　全市で2,300人以上が

参加。児童生徒の主体
的な取り組みが多く見
られた。

Ａ

4

3

倉吉に誇りと愛
着をもつ子ども
の育成

　中学校郷土読本
「くらよし風土
記」は２年計画で
の作成を予定して
おり，１年目は順
調に進行した。
　地域人材の活用
により学習の充実
に留まらず，児童
生徒と顔見知りと
なることで地域と
の結びつきが強
まっている。
　淀屋サミットで
は，参加児童生徒
の中から「菜の花
プロジェクト」に
次ぐ新たな展開に
結びつきそうな発
言もあり，年々充
実しつつある。

Ｂ

　いじめについて
適切に対処できて
いるが，未然防止
という意味で道徳
教育・人権同和教
育をはじめあらゆ
る場面で児童生徒
の心を育てる取組
を地道に積み重ね
ることが重要であ
る。
　不登校について
は，チームを組ん
で対応したり支援
会議を定期的に持
つ等学校組織とし
ての対応をすべて
の小中学校に定着
させたい。また、
hyper-QUを活用
し、予防・早期対
応に努めたい。

Ｂ豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成

学校
教育

豊かな心の育成

・相談体制の充
実、問題行動の
未然防止、進路
指導の充実（子
ども支援セン
ターの充実、ス
クールソーシャ
ルワーカーの配
置）
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

項
目

取り組み内容（実績）取り組み内容（実績）担当
課

重 点 施 策 主 な 施 策 最終評価
施策
評価

実績
実績
評価

1

・開かれた学校
づくりの推進
（学校ウエブ
ページの効果的
活用）

学校
教育

学校ウエブ
ページの更新

学校一斉公開
(6/13､14)

各校で学校公
開や行事への
参加呼びかけ

全ての小中学校で学校
ウエブページを使って
情報発信できた。更新
も頻繁に行われ内容も
充実してきている。

Ｂ

2

学校地域連携の
取り組み推進
（子どもの出番
づくり）

学校
教育

各地区夏まつ
りに参加

上北条地区
「教育を考え
る会｣(7/11)

○○地区「教
育を考える
会」計画
各地区運動会
の運営補助
小鴨地区｢教
育を考える
会｣(9/28)

上小鴨地区｢教
育を考える会｣
(10/31)
関金地区｢教育
を考える会｣
(10/31)

高城地区｢教育
を考える会｣
(11/9)
西郷地区｢教育
を考える会｣
(11/18)
上灘地区｢教育
を考える会｣
(11/20)
明倫地区｢教育
を考える会｣
(11/29)
北谷地区｢教育
を考える会｣
(11/30)

各地区文化祭
に出演･出品

灘手地区｢教育
を考える会｣
(1/10)

成徳地区｢教育
を考える会｣
(2/14)
上井地区｢教育
を考える会｣
(2/16)

社地区｢教育を
考える会｣
(3/3)

　教育を考える会は１
３地区全てで実施し、
昨年に比べて２割以上
参加人数が増えた地区
が５地区あった。
　小学生が地域のまつ
りに出演したり，中学
生が地区運動会に役員
として参加したり，地
域のまつりに保護者と
ともに屋台を出すと
いった取組が広がりつ
つある。

Ｂ

3

・学校運営に参
画する体制づく
り（地域学校委
員会の充実）

学校
教育

ボランティア
募集開始

学校支援ボラ
ンティア活動
（年間）

地域学校委員
委嘱

第１回倉吉市
地域学校推進
協議会(7/13)

各校地域学校
委員会
（一学期のま
とめ）

各校地域学校
委員会
（二学期のま
とめ）

第２回倉吉市
地域学校推進
協議会

第２回倉吉市
地域学校推進
協議会(3/1)

各校地域学校
委員会
（三学期のま
とめ）

地域学校委員会によ
り、ボランティアの活
動人数が増加し、延べ
人数1635人であった。
(平成23年度延べ人数
1081人）

Ｂ

1

・たくましい体
の育成（体育、
健康教育、学校
保健の充実）

学校
教育

親子で学ぶ食
の教室希望調
査（小学校14
校年間を通じ
て随時）

児童体育祭

運動会

スポーツテス
ト

学校保健委員
会

県中学校総体
予選(6/7,8)

児童体育祭
(6/7)

喫煙防止教育
性教育講座

県中学校総体
(7/21～23)

小学校中部水
泳(7/26)

中学校中国・
全国大会激励
会（7/31)

小学校中部陸
上運動会
(9/27)

中学校中部駅
伝(9/27)

中学校中部新
人大会
(10/5,6)

中学校県駅伝
(10/23)

学校保健委員
会

性教育講演会

  中国大会参加者92名
（前年比6人増）、全国
大会参加者7名（2人
増）
　体力運動能力調査で
は、小・中ともに全国
平均を上回っている項
目が多く、概ね良好と
いえる。50メートル
走、20メートルシャト
ルラン等の数値が若干
下回っている。体を動
かす楽しさのわかる体
育の授業を目指してい
く必要がある。

Ｂ

2

・特別支援教育
の充実（児童生
徒を支える学校
体制づくり）

学校
教育

特別支援教育
主任研修会
（４/５）

まなびの教室
教育相談
（５/11）

リーダー育成
研修会

1年生訪問

まなびの教室
教育相談
（６/１）

リーダー育成
研修会

まなびの教室
教育相談
（７/６）

リーダー育成
研修会

ひらがな・計
算調査

まなびの教室
教育相談
（８/３）

リーダー育成
研修会

まなびの教室
教育相談

リーダー育成
研修会

市就学指導委
員会

特別支援中学
校区研修会

まなびの教室
教育相談

特別支援中学
校区研修会

市就学指導委
員会

まなびの教室
教育相談

特別支援中学
校区研修会

ひらがな・計
算調査

市就学指導委
員会

まなびの教室
教育相談

特別支援中学
校区研修会

倉吉市子ども
の発達支援研
修会

ひらがな・計
算調査 　学びの教室教育相談

会では、計8名の年長児
童及び保護者に対して
支援を行い、小学校へ
のスムーズな移行へつ
なげた。
　リーダー育成研修会
で学んだことを学校現
場で活かす学校が増え
た。

Ｂ

3

・教育助成の充
実（就学援助事
業の周知と適切
な執行）

学校
教育

就学援助の委
任状・口座等
とりまとめ

修学旅行費等
支払い

学用品費等支
払い

特別支援教育
就学奨励費支
払い

学用品費等支
払い

特別支援教育
就学奨励費支
払い

学用品費等支
払い

就学援助審査
会

特別支援教育
就学奨励費支
払い

就学援助事業が適切に
執行できた。(平成24年
度要・準要保護児童生
徒認定率12.5％)

Ｂ

6 Ｂ

　体力面では，概
ね良好ではある
が，全国的な傾向
と同様でスポ少や
運動部で定期的に
運動し体を鍛えて
いる児童生徒と日
頃あまり運動しな
い児童生徒の二極
化傾向がみられ
る。
　特別支援教育及
び教育助成につい
ては，いずれも社
会情勢もあって対
応の難しい事例が
増えつつある。

5 Ｂ

よりよい倉吉教
育を目指して

家庭・地域と連
携した開かれた
学校づくり

　学校ウェブペー
ジによる情報発信
は定着してきてい
る。
　地域学校委員会
が主体となって開
催された「教育を
考える会」は講演
を取り入れたりグ
ループに分かれて
意見交換する等内
容や運営に工夫が
見られた。
　中学校の学校支
援ボランティアで
は，河北中の移転
作業や西中の「か
ぐや姫プロジェク
ト（竹林伐採）」
といった新しい取
組があった。

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
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る
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も
の
育
成



4

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

項
目

取り組み内容（実績）取り組み内容（実績）担当
課

重 点 施 策 主 な 施 策 最終評価
施策
評価

実績
実績
評価

1

栄養教諭、栄養
職員等の学校訪
問による食に関
する指導

給食
セン
ター

指導計画作成
及び指導案提
示
全学級訪問指
導
教科等の指導
食育教室
講演会

13

0
1
2

23

17
4
7

11

8
2
2

0

0
0
0

15

11
8
1

倉吉市食育研
究発表会（鴨
川中学校）
(10/12)
9

17
4
1

3

21
4
0

2

24
2
1

0

3
0
1

4

11
0
0

0

0
2
1

　食に関する指導を年
間計画及び要望により
実施。講演等も含め指
導総計258回。
　小中学校9年間を通じ
て専門的な指導を行う
ことにより、児童生徒
の食に関する知識・関
心が深まっている。
　全小学校1年生とその
保護者対象の「親子で
学ぶ教室」も家庭への
啓発に繋がっており、
学校別参加率が初めて
全小学校で半数を超え
た。学校からの細やか
な働けにより効果が
あったことが伺える。

Ｂ

「親子で学ぶ食の
教室」においては
保護者参加率も
年々増加し、学校
別参加率は全小学
校で半数を超え
た。食に関する教
育は充実しつつあ
ると考えられる。
施設設備の改修は
計画どおり実施で
きた。
研修も計画どおり
実施した。

2

衛生管理の徹
底、施設設備の
計画的改修　調
理室改修

給食
セン
ター

（通年）健康
チェック・細
菌検査・服装
チェック
職員研修

夏休修理計
画・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ計
画

食缶洗浄機・
フライヤー・
ロースター更
新
夏休修理･ﾒﾝﾃﾅ
ﾝｽ

冬休修理計
画・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ計
画

食器洗浄機設
計監理委託発
注

冬休修理･ﾒﾝﾃﾅ
ﾝｽ

春休修理計
画・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ計
画

春休修理･ﾒﾝﾃﾅ
ﾝｽ

食器洗浄機工
事発注

　衛生管理計画に基づ
き、研修や定期及び
日々の点検を行った。
　施設設備の計画的改
修を行った。

Ｂ

1

学習内容・学習
機会の充実
（生涯学習講座・人
材銀行・人材銀行企
画教室）

生涯
学習 ・人材銀行

・人材銀行企
画教室

・人材銀行企
画教室

・生涯学習講
座（先行特別
講座・第1
回）
・人材銀行企
画教室

・生涯学習講
座（第2・3
回・市内研
修）・人材銀
行企画教室

・生涯学習講
座（第4・5
回）

今年度の新しい取組とし
て、人材銀行登録者を紹
介する目的の登録者企画
教室を開催する。派遣述
べ人数141人（前年比56
人増）
生涯学習講座は、参加者
がどの回も100人を超え
た。

Ａ

2

生涯学習情報の
発信
（学習情報の
テータベース
化）

生涯
学習

・短大公開講
座

・大人のカ
ヌー教室
・人材銀行情
報

・市スポーツ
少年団交流大
会結果
・スポーツ教
室のご案内
・中部地区少
年少女のつど
い

・パソコン教
室（休日教
室）

・市民体育大
会水泳競技の
部募集

・市民体育大
会水泳競技の
部報告
・生涯学習講
座募集
・市民体育大
会募集

・スポーツ団
体の情報提供
・「家庭の
日」絵画作品

・パソコン教
室（平日教
室）

・少年の主張

・パソコン教
室（平日教
室）

・パソコン教
室（平日教
室）

・ニュース
ポーツ交流会
・雪遊び探検
隊募集

・市スポーツ
少年団キッズ
バレー 事業の紹介、参加者募

集に加え、結果につい
てホームページで紹介
した。

Ａ

3
鳥取大学・鳥取
短期大学と連携
した学習の提供

生涯
学習

・ものづくり
指導者派遣、
教室の実施

・短大公開講
座（第1回）

・短大(第2回)
・短大(第3回)
・中部・夏の
手づくり教室

・短大(第4回)
・短大(第5回)
・鳥大(ﾊﾟｿｺﾝ
入門：休日)
・鳥大(ｲﾝﾀｰﾈｯ
ﾄ：休日)
・ものづくり
指導者養成講
座

・短大(第6回)
・短大(第7回)
・鳥大（ﾜｰ
ﾄﾞ：休日）
・鳥大（ﾃﾞｼﾞｶ
ﾒ：平日）
・中部・夏の
手づくりまつ
り

・鳥大（ｴｸｾ
ﾙ：休日）

・鳥大(ﾊﾟｿｺﾝ
入門：平日)
・鳥大（ｲﾝﾀｰ
ﾈｯﾄ：平日）
・ものづくり
指導者養成講
座

・鳥大（エク
セル：平日）
・鳥大（ワー
ド：平日）
・ものづくり
指導者養成講
座

・中部・冬の
手づくりまつ
り

鳥大とのパソコン教室
が9回144人、短大の公
開講座が7回499人の参
加がありどれも人気が
高く、定着してきてい
る。ものづくり道場事
業は、指導者研修会、
教室等で450人の参加が
あった。

Ａ

1

住民が身近に感
じる環境整備と
情報発信
（ホームページ
の活用）

生涯
学習

・公民館職員研
修会

・公民館巡回訪
問

・ウエブページ
の更新支援

・公民館新規職
員研修会
・公民館主事研
修会
・公民館管理委
員長会議

・公民館のあり
方検討会

・公民館主事研
修会

・公民館職員新
任研修会

・公民館主事研
修会

・公民館長研修
・公民館主事研
修会

・公民館主事研
修会
・中部地区社会
教育関係者研修
会

・公民館計画訪
問

・公民館主事研
修会

・公民館管理委
員長会

・公民館のあり
方検討会

・公民館主事研
修会

・社会教育主事
講習

・公民館長研修
会
・公民館主事研
修会

・公民館主事研
修会

・公民館管理委
員長会

館長研修会、主事研修
会とも回数を増やし充
実を図った。
社会教育主事の資格講
習に公民館から4人派遣
した。

Ｂ

2

人づくり・地域
づくりの推進
（公民館研究指
定事業）

生涯
学習

・公民館研究
指定事業の委
託、運営支援

・女性連絡会
の調整

・中・高生等
青少年の公民
館事業(祭り、
運動会等)への
参加推進
・情報発信
・女性連絡協
議会、役員会

・女性研修
会、役員会

・女性連絡協
議会役員会

・女性連絡協
議会役員会

・公民館まつ
り
・女性連絡協
議会研修交流
会

・公民館研究
大会

・女性連絡協
議会役員会

各地区の課題に取組ん
だ研究指定事業を実施
した。
団体育成の特に女性連
絡会について、そのあ
り方を検討した。

Ａ

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
豊
か
な
心
を
育
む
環
境
づ
く
り
の
推
進

8 Ａ生涯学習の推進

公民館活動の推
進

給食の充実、食
育の推進

・地域に縁のある
人物を学習テーマ
に取り上げた講座
は、継続受講者に
新規受講者が加わ
り、年々魅力ある
講座として定着し
ている。
・生涯学習情報の
発信として、市と
公民館のホーム
ページの充実を
図った。事業結果
について迅速な掲
載に心がけた。更
なる情報収集・発
信手段の充実が必
要である。
・短大公開講座、
鳥取大学との連携
によるパソコン講
習は専門性を活か
した人気の講座と
なっている。
・ものづくり道場
は、人材銀行と連
携した指導者の派
遣・活用機会に繋
げる取り組みが必
要である。

Ｂ

・公民館職員の研
修、管理運営上の
問題・課題解決に
向けた検討会を開
催し課題解決に取
り組んだ。
団体育成の中の女
性連絡協議会につ
いて、検討した結
果に沿って取り組
んでいく。

豊
か
な
心
と
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
も
つ
子
ど
も
の
育
成
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9 Ｂ
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

項
目

取り組み内容（実績）取り組み内容（実績）担当
課

重 点 施 策 主 な 施 策 最終評価
施策
評価

実績
実績
評価

1
関係機関等との
連携による少年
の非行防止

生涯
学習

・高校生マ
ナーアップさ
わやか運動

・第１回評議
委員会

・第１回運営
委員会

・街頭補導

・第１回倉吉
市青少年育成
協議会

・社会を明る
くする運動
・夏の青少年
を見守る運動
・第2回運営委
員会
・青少年育成
者研修会
・家庭の日絵
画作品募集

・高校生マ
ナーアップさ
わやか運動
・家庭の日絵
画作品審査会
・第3回運営
委員会
・街頭補導

・第4回運営委
員会

「家庭の日」
絵画作品巡回
展
・街頭補導

・第2回評議委
員会

・第5回運営委
員会

・第2回倉吉市
青少年育成協
議会

・第6回運営委
員会

各地区青少年育成協議
会の地域に密着した活
動、補導センターとの
連携した広域的な活動
を展開した。

Ａ

2

青少年団体の活
動支援
（ジュニアリー
ダーの養成）

生涯
学習

・現状把握 ・各地区の推
進方法協議、
計画作成

・ジュニア･
リーダー活動
組織づくり
・県ジュニ
ア・リーダー
研修会派遣
・指導者育成

・地区運動会 ・地区の祭り ・県ジュニ
ア・リーダー
研修会派遣

・成人式 各地区行事等での中・
高校生の活躍がみられ
た。県の研修に中学生
を派遣した。成人式で
は403人（79%）の参加
者があった。

Ｂ

3

青少年の地域活
動・体験活動の
推進

子育て十か条の
普及、啓発

生涯
学習

・保護者説明
会
・西郷小放課
後子ども教室
開級
・西郷小放課
後子ども教室
・各地区子ど
もいきいきプ
ラン実施
・子育て十か
条の普及、啓
発（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
の活用）

・放課後子ど
も運動あそび
運営委員会

・放課後子ど
も教室地区説
明会

・中部地区少
年少女のつど
い参加

　

・十か条の絵
画・ポスター
募集

・伝統文化体
験教室

　 　
・子ども会育
成者研修会
・雪遊び探検
隊事業

・子ども会リー
ダー研修会
・放課後子ども
教室運営委員会

新しく小学生を対象に
伝統文化体験教室を実
施した。
放課後及び、土日、長
期休業日の小学生の体
験事業に取り組んだ。

Ａ

1

スポーツ活動機
会の充実（地域
スポーツの振
興）

生涯
学習

　
・スポーツ教
室開催
【成徳】4/10
～12/25(10
回・77人)
【高城】4/14
～12/2(8回・
58人)

・スポーツ教
室開催
【上北条】6/3
～21(4回・71
人)【西郷】
6/6～27(3回・
33人)【灘手】
6/1･29(2回・
29人)【関金
①】6/30～
7/28(5回・55
人)
・第1回ニュー
スポーツ交流
会及び体力・
運動能力調査
(6/17)

・スポーツ教
室開催
【小鴨】7/14
～28(3回・20
人)

・市民体育大
会（水泳競
技）(7/18)

　
・スポーツ教
室開催
【社】8/18～
10/20(3回・40
人)【北谷】
8/22～9/19(6
回・63人)

　
・スポーツ教
室開催
【上小鴨】
9/7～28(4
回・40人)

・くらよし女
子駅伝競走大
会開催(9/30)

・スポーツ教
室開催
【関金②】
10/20～
11/24(5回・54
人)

・市民体育大
会（倉吉マラ
ソンほか17競
技）(10/10)

・スポーツ教
室開催
【上灘】11/3
～24(3回・59
人)

・第11回加藤
伸一少年野球
教室開催
(12/9)

・第2回ニュー
スポーツ交流
会(1/27)

　
・スポーツ教
室開催
【上井】
3/16(1回・58
人)

スポーツ教室、各種大
会、教室等ほぼ計画ど
おり実施できた。
スポーツ教室の延参加
者数は758人で前年度比
93%だった。

Ｂ

2

スポーツ指導者
の養成・団体の
育成（スポーツ
団体のデータ
ベース化）

生涯
学習

・ｽﾎﾟｰﾂ少年団
本部総会(4/9)
・交流大会
（野球4/14･
15、ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ
4/29）

・スポーツ推
進委員協議会
総会(4/26)

・第1回体育協
会常任理事会
(5/16)
・H24体育協会
理事会(5/23)

・スポーツ推
進委員第1回実
技研修会(6/7)

・スポーツ推
進委員第1回講
習会(7/26)、
郡市合同実技
研修会(7/29)

・県民スポレ
ク選手派遣
（水泳競技）
（8/25･26)

・市民体育大
会総務委員会
(8/28)・実行
委員会(8/17)

・中部地区ス
ポーツ少年団
交流野球大会
(9/8･15)
・中部駅伝
(9/17)、日本
海駅伝選手派
遣(9/30)

・県民スポレ
ク選手派遣(秋
季)　(10/27･
28)
・きたろう
カップ駅伝選
手派遣(10/21)

・米子～鳥取
間駅伝選手派
遣(10/11･12)

・スポーツ団
体の情報の公
表

・スポーツ少
年団指導者研
修会の開催
(12/22･23)
・スポーツ推
進委員第2回実
技研修会
(12/2)

・キッズバ
レーボール交
流大会(1/26･
2/11)

・スポーツ表
彰選考委員会
(1/15)

・県民スポレ
ク選手派遣

・スポーツ表
彰式(2/10)
（冬季）

　

・スポーツ推
進委員協議会
臨時総会
(3/29)

指導者の養成、団体の
育成については計画ど
おり実施することがで
きた。スポーツ団体の
データベース化につい
ては、団体一覧は作成
できているが各団体か
らの詳細情報の提供が
遅れておりHP公開はで
きていない。

Ｂ

体育・スポーツ
の振興

１１

10

・新しく取り組ん
だ小学生伝統文化
体験教室の継続、
定着できるよう取
り組んでいく必要
がある。
・ハングル教室が
開催できなかっ
た。課題を明確に
し、継続、内容に
ついて検討する必
要がある。
・非行少年の検挙
（補導）件数は、
昨年度に比べ減少
したが、喫煙、深
夜徘徊など不良行
為は減っていな
い。該当補導、啓
発活動など関係機
関と連携した継続
的取り組みが必要
である。
・中学生の地域活
動への参加機会は
充実してきたが、
リーダー養成や組
織化へは結びつい
てはいない。環境
づくりが必要であ
る。

Ａ

・スポーツ推進委
員を中心とニュー
スポーツ教室、各
地区公民館のス
ポーツ教室を開催
し、市民が気軽に
スポーツを楽しむ
機会を提供できた
が、参加者数が減
少傾向であり、参
加者の増加に向け
た対策が必要であ
る。
・スポーツ団体育
成のための会議、
研修会を開催しス
キルアップを図る
ことができたが、
今後はより充実し
た内容になるよう
検討する必要があ
る。
・スポーツ団体の
データベース化の
取り組みが遅れて
おり、早急に対応
する必要がある。
・今年度計画して
いた改修はほぼ計
画どおり実施でき
たが、引き続き年
次的な整備計画に
より体育施設の健
全化を図る必要が
ある。

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
豊
か
な
心
を
育
む
環
境
づ
く
り
の
推
進

Ｂ

青少年の健全育
成・家庭教育の
充実
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

項
目

取り組み内容（実績）取り組み内容（実績）担当
課

重 点 施 策 主 な 施 策 最終評価
施策
評価

実績
実績
評価

１１
体育・スポーツ
の振興

3

体育施設の整備
充実
（陸上競技場整
備）

生涯
学習

陸上競技場観覧
席改修工事設計
（自主）

体育施設修繕

H23.9/22～6/4

陸上競技場水路
改修工事起工・
入札

陸上競技場改修
工事完成
（本体工事）

陸上競技場水路
改修工事

陸上競技場補助
競技場整備工事
　
　
陸上競技場観覧
席改修工事

7/3～8/31

7/20～10/5

7/19～8/31

温水プール改修
基本設計業務委
託

陸上競技場大規
模改修記念セレ
モニー

　

　

温水プール結露
対策調査委託業
務　10/30～3/8

25当初予算計上
の検討

　

陸上競技場改修は概ね
計画どおり完了した。
また、温水プール改修
基本設計業務を計画し
ていたが、新たな課題
として結露対策調査に
変更し業務委託を行っ
た。

Ｂ

1
伝建地区保存修
理修景事業補助

文化
財

・県補助申請
4/11

・伝建審議会
6/15
・伝建協総会

・衣笠家主屋交
付決定5/15
・楠本家主屋修
理交付決定5/7
・森家主屋修理
交付決定5/1
・安藤家土蔵交
付決定5/7

・伝建審現状変
更委員会7/5

・文化庁現地指
導(梅津調査
官）7/24-25

楠本家完成7/6

森家完成7/9

・平成25年度修
理事業計画策
定

・伝建審現状変
更委員会8/30

・伝建審議会
9/27
・桑田家土蔵交
付決定9/3

安藤家完成9/8
・谷本家土蔵交
付決定9/3
・平成25年度補
助事業県費ヒア
リング

・豊田家修景
交付決定10/9

・伝建担当者事
務指導(加賀
市）
・現状変更部会
11/8

・平成25年度補
助事業計画策定
国費ヒアリング

・伝建審議会
1/22

・平成25年度補
助事業計画国ヒ
アリング(文化
庁）1/9

・平成25年度補
助事業申請(国
費）
・現状変更部会
2/21

・衣笠家完成
2/18.

・桑田家土蔵完
成3/22

・県費申請3/15

・豊田家修景完
成3/15

・谷本家土蔵完
成3/11

・補助事業完了
報告3/29

・伝建審議会3回開催ｿｰ
ﾗｰﾊﾟﾈﾙ対応他
・現状変更部会4回現状
変更届に対応
・伝建修理・修景事業7
件実施完了。痕跡調査
等確認しながら変更対
応する。
・修理希望多く26・27
年までの調整検討中。
・修理内容の変更等が
あったが、概ね計画ど
おり実施できた。

Ｂ

2
史跡伯耆国府跡
出土遺物再整理

文化
財

・県補助申請
・作業員雇用
・整理準備

・出土遺物確認
・遺物開封区別
作業

         6/15

・遺跡全体図と
遺物との照合

4次調査分

・遺物台帳作成

6次調査分

・ＳＫ０５出土
遺物復原

・遺物種類ごと
の分類整理

3次調査分

・ＳＫ０１出土
遺物復原

1次2次調査分

収納台帳作成

・漆文書の調査

・再整理収納
・事業実績報告

・収納台帳完成

・調査年次別の出土遺
物コンテナ入れ替え分
類。
・4次調査・5次調査の
未マーキングの実施。
・編年指標であるＳＫ
05・ＳＫ01出土遺物の
再整理と復原。
・漆文書の確認等の新
しい成果を得た。
・再整理し再収納した
遺物台帳の作成
・作業内容の変更が
あったが、概ね計画ど
おり実施。

Ｂ

1
郷土の文化芸
術、伝統文化を
学べる場の提供

博物
館

・郷土作家常
設入替
・民俗資料館
展示入替

・倉吉市美術
展覧会開催準
備（作品搬
入、審査会開
催）

・倉吉市美術
展覧会開催（3
～26日）

・郷土作家常
設入替
・民俗資料館
常設入替

・博物館講座
・民俗資料館
常設入替
・博物館講座

・博物館講座 ・鳥取県美術
展覧会開催（7
～23日）
・博物館講座

・民俗資料館
常設入替
・博物館講座

・考古常設入
替
・博物館講座

・常設入替
・博物館講座

・創作文華展
開催
・民俗資料館
常設入替
・博物館講座

館蔵品にテーマ性を持
たせて常設展を実施し
た。講座や実技体験の
博物館講座を計画どお
り10回開催した。

Ｂ

2
トリエンナーレ
美術賞の推進と
活用

博物
館

　
・第8回菅楯彦
大賞審査員審
査会日程調整

　
・第8回菅楯彦
大賞審査会場
の決定と作家
連絡

・第8回菅楯彦
大賞審査会
（14日）
・審査結果の
広報

・第8回菅楯彦
大賞展京都会
場開催(7～12
日)

　
・第8回菅楯
彦大賞展倉吉
会場開催(8～
10/8)

　
・市民賞の決
定と広報 菅大賞展をはじめて京

都会場で開催し多くの
入館者があった。倉吉
会場では菅楯彦作品も
併せて展示した。

Ｂ

3
大江磐代君顕彰
展の開催

博物
館

・資料調査
（京都市内）

・資料調査
（京都・東
京）

・第1回調査委
員会(27日)

・資料調査
（京都）
・資料展示運
送業者選定

・ポスター・
チラシの作成
・図録原稿準
備
・資料調査
（東京）

・ポスター・
チラシの作成
と配付
・図録作成
・大2回調査
委員会(30日)

・図録完成
・第3回調査委
員会(11日）
・大江磐代君
顕彰展開催
・記念講演会
(21日)

・ゆかりの地
めぐり開催
・展示解説実
施
・借用資料返
却

・第4回調査委
員会（26日）
・宮内庁収蔵
資料調査

・京都寺院調
査
・京都府総合
歴史資料館調
査

ゆかりの寺院等から資
料を借り受け、顕彰展
を開催した。大江磐代
君の存在や功績を多く
の市民に伝えることが
できた。

Ａ

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
豊
か
な
心
を
育
む
環
境
づ
く
り
の
推
進

13
親しみ学ぶ機会
の提供できる博
物館

Ｂ

・特別展等と関連
付けた常設展示を
実施した。美術常
設は、館蔵品を活
用し時季を捉えて
展示した。
・菅大賞展表彰式
には受賞者全員が
参加。会期中の出
品者来館も多く、
認知度が増してい
ると実感した。
・大江磐代君顕彰
展では、皇室と倉
吉とのつながりに
ついても市民に伝
えることができ、
地域への愛着と誇
りをもつ展示事業
となった。

・本年度の修理修
景事業は年度内に
完了し計画通り実
施できた。伝建審
議会、現状変更部
会等を開催し伝建
地区保存事業の推
進を図った。
・昭和48年から調
査を実施した史跡
伯耆国府跡の出土
遺物を再整理し、
出土遺物の再確
認・注記作業・編
年指標土器の復原
を実施し、今後の
伯耆国庁跡の調査
や史跡整備に向け
て環境を整えた。

12
有形・無形の歴
史的な資産の保
存と活用

Ｂ
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

項
目

取り組み内容（実績）取り組み内容（実績）担当
課

重 点 施 策 主 な 施 策 最終評価
施策
評価

実績
実績
評価

1
図書館資料の収
集提供の充実

図書
館

世界自閉症啓
発
郷土の観光ｽ
ﾎﾟｯﾄ紹介

子どもの読書
週間「君と未
来をつなぐ
本」

武田美穂絵本
展示
花と野菜を育
ててみよう

7月21日(土)
やなせたかし
の世界
鳥取地方気象
台「お天気広
場」　109人

　
夏休みは図書
館へ　　絵本
の夏を楽しも
う
本にでてきた
魅惑のレシピ

とよたかずひ
こ絵本展示
注目される郷
土出身漫画家
たち

とよたかずひ
こ絵本展示
うつ病など心
の病気
絵本の秋を楽
しもう

　
ガイナーレ鳥
取選手のオス
スメの本
図書館マナー
今月の言葉の
本

　
素敵な写真
撮ってみませ
んか
おはなしの楽
しさ一緒に伝
えよう

2012よく読ま
れた本の紹介
冬の絵本を楽
しもう
この時代小説
がすごい

　
わくわくドキ
ドキ熟年時代
応援します新
生活
チョコっと気
持ちを伝えよ
う

　
世界自閉症啓
発デー
平成２４年ベ
ストリーダー
絵本の春を楽
しもう

さまざまなテーマの展
示を行い読書への興味
を喚起し資料の収集提
供を行った。

Ｂ

2 読書活動の推進
図書
館

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月   40人
1歳6ケ月28人

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月   39人
1歳6ケ月37人

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月   45人
1歳6ケ月31人

6月10日（日）

武田美穂講演
会　　137人

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月   36人
1歳6ケ月30人

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月   31人
1歳6ケ月34人

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月   29人
1歳6ケ月31人

4月～9月来館
者数
163,368人

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月   35人
1歳6ケ月31人

10月7日（日）

とよたかずひ
こ講演会172人

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月 　26人
1歳6ケ月43人

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月   41人
1歳6ケ月31人

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月   34人
1歳6ケ月30人

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月   30人
1歳6ケ月43人

ブックスター
ト絵本の読み
聞かせ
6ヶ月   31人
1歳6ケ月44人
10月～3月来館
者数　132,272
人
※目標の個人
貸出数7.0以上
を達成

ブックスタートは大変
好評で，読み聞かせの
普及に効果があり満足
できる。

Ａ

3
山上憶良短歌募
集・倉吉文芸編
集

図書
館

倉吉文芸編集
会議（6月13
日）
山上憶良短歌
募集実行委員
会（６月29
日）

倉吉文芸編集
会議（7月8
日）

倉吉文芸作品
募集（8月1日
～9月28日）

朗読ボラン
ティア「やま
びこ」による
短歌指導
倉吉文芸作品
募集

朗読ボラン
ティア「やま
びこ」による
短歌指導

山上憶良短歌
賞作品募集
（11月1日～12
月28日）
倉吉文芸編集
会議（11月11
日）

山上憶良短歌
賞作品募集
倉吉文芸編集

山上憶良短歌
賞審査会（1月
10日）

山上憶良短歌
賞受賞作品集
編集
倉吉文芸編集
会議（2月24
日）

山上憶良短歌
賞表彰式（3月
24日）
倉吉文芸表彰
式（3月26日）

山上憶良短歌応募作品
は1234点と多く作品の
レベルも高かった。倉
吉文芸は応募人数、応
募作品数とも昨年度を
上回った。

Ａ

14
豊かな心を育む
図書館づくりの
推進

Ｂ

ブックスタートは
効果も現れ評価で
きる。春秋の絵本
作家講演会も好評
であった。館内で
多くの展示を行い
さまざまな情報提
供に努めた。山上
憶良短歌募集は一
年目にかかわらず
多くの作品が集ま
り質も高いなど満
足できる成果で
あった。倉吉文芸
も応募者、応募作
品とも前年度を上
回る好成績であっ
た。

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
豊
か
な
心
を
育
む
環
境
づ
く
り
の
推
進
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